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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年8月24日(2017.8.24)

【公表番号】特表2016-500654(P2016-500654A)
【公表日】平成28年1月14日(2016.1.14)
【年通号数】公開・登録公報2016-003
【出願番号】特願2015-534531(P2015-534531)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  59/16     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   1/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   5/16     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ  17/25     (2006.01)
   Ｃ０３Ｂ   8/02     (2006.01)
   Ｃ０３Ｂ  19/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ   59/16     　　　Ａ
   Ａ０１Ｎ   59/16     　　　Ｚ
   Ａ０１Ｐ    3/00     　　　　
   Ａ０１Ｎ   25/04     １０２　
   Ｃ０９Ｄ    5/02     　　　　
   Ｃ０９Ｄ    1/00     　　　　
   Ｂ３２Ｂ    5/16     　　　　
   Ｃ０３Ｃ   17/25     　　　Ａ
   Ｃ０３Ｂ    8/02     　　　Ｂ
   Ｃ０３Ｂ    8/02     　　　Ｇ
   Ｃ０３Ｂ   19/12     　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年7月14日(2017.7.14)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コーティング可能な組成物の作製方法であって、
　水性液媒中に分散されたシリカナノ粒子を含む第１の組成物を提供する工程であって、
前記シリカナノ粒子が４５ナノメートル以下の平均粒子径を有し、前記第１の組成物が８
より大きいｐＨを有する、工程、
　無機酸を用いて前記第１の組成物を４以下のｐＨまで酸性化して第２の組成物を提供す
る工程、及び
　前記第２の組成物中に少なくとも１種の金属化合物を溶解して、コーティング可能な組
成物を提供する工程であって、前記少なくとも１種の金属化合物が、銀化合物、亜鉛化合
物、又は銅化合物のうち少なくとも１種を含む工程、を含む、方法。
【請求項２】
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　抗菌性物品の作製方法であって、
　ａ）水性液媒中に分散されたシリカナノ粒子を含む第１の組成物を提供する工程であっ
て、前記シリカナノ粒子が４５ナノメートル以下の平均粒子径を有するモードで粒子径分
布を有し、前記第１の組成物が８より大きいｐＨを有する、工程、
　ｂ）無機酸を用いて前記第１の組成物を４以下のｐＨまで酸性化して第２の組成物を提
供する工程、及び
　ｃ）前記第２の組成物中に少なくとも１種の金属化合物を溶解して、コーティング可能
な組成物を提供する工程であって、前記少なくとも１種の金属化合物が、銀化合物、亜鉛
化合物、又は銅化合物のうち少なくとも１種を含む、工程、及び
　ｄ）前記コーティング可能な組成物の層を基材の表面にコーティングする工程、及び
　ｅ）前記コーティング可能な組成物の前記層を少なくとも部分的に乾燥して、前記基材
の前記表面上に配設された抗菌層を形成する工程、を含む、方法。
【請求項３】
　金属カチオンを含有する非晶質のシリカマトリックスを含む抗菌性組成物であって、前
記非晶質のシリカマトリックスが、平均粒子径が１０ナノメートル以下の粒子径分布を有
する相互接続した球体のシリカナノ粒子を含み、前記金属カチオンの過半数が前記非晶質
のシリカマトリックス中に個別に配置されており、前記金属カチオンが、銀カチオン、亜
鉛カチオン、又は銅カチオンのうち少なくとも１種を含み、前記金属カチオンが前記非晶
質抗菌性組成物における前記金属カチオンとシリコンとの合計モルの０．５～２０モルパ
ーセントを構成する、抗菌性組成物。
【請求項４】
　基材の表面に配設された非晶質の抗菌性組成物の層を備える抗菌性物品であって、前記
非晶質の抗菌性組成物が、金属カチオンを含有するシリカマトリックスを含み、前記金属
カチオンが、銀カチオン、亜鉛カチオン、又は銅カチオンのうち少なくとも１種を含み、
前記シリカマトリックスが、平均粒子径が１０ナノメートル以下の粒子径分布を有する相
互接続した球体のシリカナノ粒子を含み、前記金属カチオンがｎ＋の電荷を有し、ｎが２
以上の整数を表し、前記金属カチオンの過半数が前記シリカマトリックス中に個別に配置
されており、前記金属カチオンが前記非晶質抗菌性組成物における金属カチオンとシリコ
ンとの合計モルの０．５～２０モルパーセントを構成する、抗菌性物品。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　更に別の態様では、本開示は、金属カチオンを含有する非晶質のシリカマトリックスを
含む抗菌性組成物を提供し、非晶質のシリカマトリックスは、相互接続したシリカナノ粒
子を含み、金属カチオンの過半数は非晶質のシリカマトリックス中に個別に配置されてお
り、金属カチオンは銀カチオン、亜鉛カチオン、又は銅カチオンのうち少なくとも１種を
含み、金属カチオンは非晶質抗菌性組成物における金属カチオンとシリコンとの合計モル
の０．５～２０モルパーセントを構成する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　更に別の態様では、本開示は、基材の表面に配設された非晶質の抗菌性組成物の層を備
える抗菌性物品を提供し、非晶質の抗菌性組成物は金属カチオンを含有するシリカマトリ
ックスを含み、シリカマトリックスは、平均粒子径が１００ナノメートル以下の粒子径分
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布を有する相互接続したシリカナノ粒子を含み、金属カチオンはｎ＋の電荷を有し、ｎは
２以上の整数を表し、金属カチオンの過半数はシリカマトリックス中に個別に配置されて
おり、金属カチオンは非晶質の抗菌性組成物における金属カチオンとシリコンとの合計モ
ルの０．５～２０モルパーセントを構成する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６５】
　第１５の実施形態では、本開示は、金属カチオンを含有する非晶質のシリカマトリック
スを含む抗菌性組成物であって、前記非晶質のシリカマトリックスが、相互接続したシリ
カナノ粒子を含み、前記金属カチオンの過半数が前記非晶質のシリカマトリックス中に個
別に配置されており、前記金属カチオンが、銀カチオン、亜鉛カチオン、又は銅カチオン
のうち少なくとも１種を含み、前記金属カチオンが前記非晶質抗菌性組成物における前記
金属カチオンとシリコンとの合計モルの０．５～２０モルパーセントを構成する、抗菌性
組成物を提供する。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
　第１８の実施形態では、本開示は、基材の表面に配設された非晶質の抗菌性組成物の層
を備える抗菌性物品であって、前記非晶質の抗菌性組成物が、金属カチオンを含有するシ
リカマトリックスを含み、前記シリカマトリックスが、平均粒子径が１００ナノメートル
以下の粒子径分布を有する相互接続したシリカナノ粒子を含み、前記金属カチオンがｎ＋
の電荷を有し、ｎが２以上の整数を表し、前記金属カチオンの過半数が前記シリカマトリ
ックス中に個別に配置されており、前記金属カチオンが前記非晶質抗菌性組成物における
金属カチオンとシリコンとの合計モルの０．５～２０モルパーセントを構成する、抗菌性
物品、を提供する。
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